
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和８年３月３１日 

 

（あて先）松本市長 

 

（申請者）   波田まちづくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 地域福祉・健康づくり推進事業 

実 施 主 体 絆づくり推進会議、波田まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和７年８月～令和８年３月 

実 施 場 所 地区内一円 

事 業 概 要 

１ まちづくりモデル町会推進事業への支援 

 ⑴ 実施町会 １３区・１４区（合同）、１９区 

 ⑵ 実施内容  

ア 「いきひゃく青葉の会」を結成し、高齢者が最後まで自分のことが

できるように「百歳体操」による筋力アップを目指す。また茶話会を

同時開催し、地域住民の交流から支え合える地域づくりを目指す。

（１３区・１４区） 

イ 町会活動にラインワークスを活用し、日程調整や回覧板等の周知、

会議や行事について町内に効率的に共有（１９区） 

ウ 各活動の事例発表 

 ⑶ 支援内容 講師謝礼及び消耗品代等の負担 

 

２ 地域づくり講演会への支援 

 ⑴ 第１回 地域づくり講演会 

  ア 日時 令和７年９月２７日（土）午後２時～３時３０分 

  イ 場所 波田公民館大会議室 

  ウ テーマ 人生１００年時代の健康心理学 

       －老いをちょっぴり楽しむための、心の健康の秘訣－ 

  エ 講師 齊藤 茂氏（松本大学准教授 人間健康学部スポーツ健康

学科長） 

 ⑵ 第２回地域づくり講演会 

  ア 日時 令和８年２月２２日（日）午後２時～４時３０分 

  イ 場所 波田公民館大会議室 

  ウ 内容 

   (ｱ) モデル町会事業発表（１２区、１３区・１４区、１９区） 

   (ｲ) 基調講演「多様性を考える -自分で切り拓く力-」 

      講師 三澤 拓氏（パラアルペンスキー元日本代表） 

 ⑶ 支援内容 講師謝礼及び広報用チラシ代等を負担 

Ｉ 金  ８００，０００円 



 

３ 地域資源冊子「波田暮らしのささえあい情報」改訂版の作成、配布 

  内容を検証、新たな情報を追加し、令和８年３月改訂版として全戸配布 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

町会内での取組み支援を継続して推進することにより、地域包括ケアシステ

ムの仕組みづくりが促進された。 

課 題 
地区（町会）の実情等に応じた学ぶ機会の提供、関係機関とより一層の連携・交

流の推進、ボランティアの育成・支援等 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

４７３，１９７円 ３５０，０００円 ０円 １２３，１９７円 

 

② 事業名： 波田地区地域連携事業 

実 施 主 体 波田地区まちづくり協議会他 

実施日（期間） 令和７年５月～令和８年３月 

実 施 場 所 地区内一円 

事 業 概 要 

１ 万葉植物園草刈りボランティア作業 

 ⑴ 内容 松本市立病院南西側の万葉植物園について、協議会会員による 

ボランティアで草刈り作業を実施 

 ⑵ 時期 ６月２８日（土）、８月２３日(土) 

 ⑶ 経費 草刈り用チップソー、燃料、参加者飲み物 

 

２ 上海渡カタクリ群生地草刈りボランティア作業 

 ⑴ 内容 波田上海渡地籍に群生するカタクリ園について、協議会会員に 

     よるボランティアで草刈り作業を行うもの 

 ⑵ 時期 １１月１日(土)  

 ⑶ 経費 草刈り用チップソー、燃料、参加者飲み物 

 

３ 特定外来植物「オオハンゴンソウ」駆除作業 

 ⑴ 内容 波田水沢地籍に生息する特定外来植物のオオハンゴンソウを、 

協議会会員によるボランティアで駆除作業を行うもの 

 ⑵ 時期 ６月７日（土） 

 ⑶ 経費 参加者飲み物 

 

４ 緑化推進への協力 

 ⑴ 実施主体 波田花のある会 

 ⑵ 実施時期 ５月２４日(土)～１１月７日（金） 

 ⑶ 協力内容 ・三溝フラワーゾーンにおける協議会区画の植栽管理 

        ・実施主体への消耗品経費の補助 

 

５ 小学生プランター設置活動への協力 

 ⑴ 実施主体 波田小学校児童会 

 ⑵ 実施時期 ６月～１１月 

 ⑶ 協力内容 波田小学校児童会が植栽したプランターを、波田地区内の 

公共施設等へ設置する活動に対して、消耗品経費等の補助 

 

６ 地域文化伝承・保護活動への協力 

 ⑴ 内容 波田地区の文化を継承することを目的に、若澤寺史跡の現地見学

会を開催 

 ⑵ 時期 ７月２６日（土）  



 ⑶ 経費 講師謝礼 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

１ 地区内の各種団体と連携し事業活動を活発に行うことで、地域住民の地域

づくりへの参加と主体性を促すことができた。 

２ イベントへの参加、支援を行うことで、地域づくりへの意識高揚が図られ

るとともに、協議会運営に主体性が生まれ、自らが住んでいる地区を良くし

ようとする心が育むことができた。 

課 題 

１ 住民や各種団体と連携し、地域課題に対し協働して解決しながら、「生き生きと

輝くまち」の実現を目指していくことが課題である。 

２ 地域の魅力や財産を継続するため、次に続く人材が必要不可欠であり、担い手

育成の事業に力を入れる必要がある。また、若い方が各種事業に参加する仕組

みを検討する必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

３０７，１８９円 ２２０，０００円 ０円 ８７，１８９円 

 

③ 事業名： 防犯・防災の地域づくり事業 

実 施 主 体 波田まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和７年５月～令和８年３月 

実 施 場 所 地区内一円 

事 業 概 要 

１ 防災研修会の開催 

 ⑴ 開催内容 

普通救命講習の実施 

 ⑵ 開催日 ８月２日（土） 

 ⑶ 経費 講師謝礼及び啓蒙グッズ購入費 

 

２ あいさつ運動への協力 

 ⑴ 実施主体 波田中学校生徒会 

 ⑵ 実施時期 ５月～１月のうち、各月２日間 

 ⑶ 協力内容 中学校生徒会とともに登校する小学生ほか道行く方々への 

声掛け（あいさつ）の実施 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

研修会の開催や住民への声掛けを通じて、防犯・防災意識の高揚を図るとと

もに、地区の一体感を醸成した。 

課 題 
住民や各種団体と連携し、地域課題に対し協働して解決しながら、「生き生きと輝く

まち」の実現を目指していくことが課題である。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２５，４６５円 ２０，０００円 ０円 ５,４６５円 

 

④ 事業名： まちづくり協議会情報発信事業 

実 施 主 体 波田まちづくり協議会 

実施日（期間） 令和７年４月～令和８年３月 

実 施 場 所 地区内一円 

事 業 概 要 
１ まちづくり協議会ホームページの運営 

 ⑴ 既存掲載情報の修正及び更新 



 ⑵ サイト充実化に向けた内容の見直し 

   随時、地区内団体・サークル、飲食店を追加し充実を図る 

２ まちづくり通信の発行 

  月１回（年１２回）発行し、全戸に配布した。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

まちづくり協議会の活動紹介、地域イベント等を周知するツールとして活

用し、住民のまちづくりに対する関心を高めた。 

課 題 
まちづくり協議会ホームページについて、地域住民の認知度を高める必要

がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２８１，３０３円 ２１０，０００円 ０円 ７１，３０３円 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③＋④） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

 １，０８７，１５４円   ８００，０００円     円    ２８７，１５４円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

該当なし 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金         ０円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 


